
　

　先月報告しました産地情報では、原料価格が高値で推移
しており、農家の栽培意欲も高く、増産するものと現地でも
楽観的な予測をしておりました。しかしながら、最盛期の3月
下旬から4月中旬にかけて高温と降雨量が極端に少なかった
影響で、近年にない減産が免れない状況となっています。
例年であれば、等内品と小クラスの筍から始まり、時間の経過
とともに形の大きな筒物へと生産が移ってゆきますが、今年度
については生産開始から気温が高かったため工場へ入荷した
原料の多くは筒大クラスであり、等内品・小クラスの孟宗筍の
入荷がほとんどない状態で終了致しました。

　生産開始前は、中国全体で約800万缶の製造を予定していたとのことですが、生産終了の4月20
日前後の予想でも20～30％減産であり、800万缶に対し600万缶前後で終了の予定です。

　5月上旬には各社の新物価格の提示がありますが、2017年産キャリーオーバー在庫もほとんど残
っていないため、価格アップは必至の現状であり、現時点では昨年比20％～30％と予想されており
ます。

　ちなみに、日本国内の筍水煮の年間需要約1千万缶（5GL缶換算）と言われております。詳細は
「孟宗筍（中国産・国産）：700～800万缶前後、麻筍（中国・他）：150万～200万缶、その他筍（細竹
・真竹等々）：50万前後」です。

　ぜんまいの原料収穫時期は南方産(安徽省）が4月
中旬～5月中旬で、四川省産が5月中旬～6月初旬、
東北産（黒竜江省・吉林省・遼寧省）は6月初旬～6月
下旬の期間です。2017年産の収穫量は、前年より約
10％減産し750～800トンでした。産地別では、南方産
300～320トンで東北産380～400トン、四川省産70～
80トンでした。
　2018年産の収穫はこれから本格的に始まりますが、収穫農家も年々減少しており、今期も減産が
予測され、約7％減産し700～750トンと予測されています。ちなみに、ぜんまいを製品にした対日
輸出量は約4,500トンですが、弊社の仕入工場は約2,500トン以上で55％を占めています。
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